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オープニングリードだけではない問題 
 
 

Bd: 18 NORTH 

DLR: E  A 7 5 

VUL: N/S  10 9 

 Q J 8 4 

 Q J 9 6

WEST EAST 

 Q 8  K J 10 9 6 3 2 

 7 4 3  K J 

 A 6 2  9 7 5 3

 A K 7 3 2  --- 

SOUTH 

 4 

 A Q 8 6 5 2 

 K 10 

 10 8 5 4 

 
 
 
日本ウィメンズ・チーム対中国チームの対戦。全１０テーブルでＥが４ をビッドし

たが、クローズド・ルームではＳ（サン）が Ａをリードしたのでディフェンスはそこま

で。 
 
オープンルームでは森山がＥ（ワン）に対して Ｋのベストリード。Ｅは１度ダックし

て２回目に勝ち、 ＡＫの下にダイアモンドのルーザーをディスカードしたものの、

ハート２トリックと Ａを負けて１ダウン。ウィメンズ・チームが１０IMPを取り、残る２

つのスィングも制して１６-１４の勝利を収めた。 
 
中村チームとイギリス・チームの対戦でも同様のスィングが見られ、中村チームが
10 IMPの勝ち。一方、インドネシアと台湾の対戦は異なる様相をみせた。 
 
オープン・ルームではＳ（マノッポ）がＥ（クオ）に対してクラブをリードし、受け身の
ディフェンスが効を奏してコントラクトをダウンさせた。 

クローズド・ルームではＳ（ウー）の ＫリードをＥ（コルカー）が Ａで勝ち、クラブのハイカードでハートをディスカードしてから、ダミーからダイアモンドを

リード。あなたがＮ（タイ）のポジションにいたら、やはりここで Ｊをプレイしないだろうか。 Ｊは 10と鉢合わせになり、ディフェンダーは万事休す。

８をリターンしてパートナーにラフさせることはできるが、パートナーのハンドにはもうトランプがない。ＮはハートをリターンしてＥがこれをラフし、トランプを
プレイした。Ｎは Ａを勝つが、Ｅはトランプでダミーに渡り、ハンドの ９に向けてダイアモンドを再びリードすることができ、コントラクトはメイクした。 
 

 
 

 

グランド・コンベンション 
 
 

難波田氏はいろいろな仕掛けを使うのが好きである。言うまでもなく、強いハンドを持った時の仕掛けはもっと好きである。大内杯フライトＢの決勝戦最
終ラウンドで彼と彼の妻は次のハンドを持った。 
 

難波田夫人 難波田氏

 K Q J x  --- 

 J 10 x x  A K Q x 

 x x  A x 

 Q x x  A K J 10 9 x x

 
どうグランド・スラムをビッドするか？切り札は当然ハート。彼らのビッドは以下の通りに進んだ。 
 

WEST EAST

Mitsuyo Masaru 

2  

2  3  

4  4  

6  7  

 
オークションの意味がわからなくても心配には及ばない。難波田氏のシステムは特殊である。彼の２ オープンは長く強いクラブスート、長く強いハート

スート、３スーター、もしくは２５+HCPのバランスドハンドのいずれかを示す。２  はリレー・ビッドであり、ハンドの形を尋ねている。３  へのジャンプは

５枚以上のクラブスートと４枚以上のハートスートを示し、双方ともに内容の良いスートを保証する。４  へのレイズに対し、Ｅはボイドであるスペードを

キュービッドした。これが Ａであると信じたＷは、自分のスペードのトリックを評価して６  をジャンプ・ビッド。これぞまさに福音、Ｅは高らかにグランド

スラムを宣言した。トランプのブレイクは３－２、ダミーでダイアモンドをラフして１３トリック目を勝ち、７メイク。楽勝、楽勝。 
 
難波田氏のシステムについてもっと知りたい人は直接本人にきくように。プリントしたコピーを（しかもサイン入りで）頂けるはずである。 

 
 
 

 

中国対インドネシア（第１ラウンド） 

 
試合はＥＷペアが苦しんだボードから始まった。 

Bd: 1 NORTH 

DLR: N  A Q 5 3 

VUL: None  8 4 

 A 7 4 3 

 Q 10 4

WEST EAST 

 K J 8 7 6  10 9 4 

 7 5 2  Q 10 3 

 ---  K 10 5

 K 8 7 6 5  A J 3 2 

SOUTH 

 2 

 A K J 9 6 

 Q J 9 8 6 2 

 9 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

1  Pass 1  

DBL Pass 1NT 5  

Pass Pass DBL All Pass

 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

1  Pass 1  

DBL Pass 1NT DBL 

2  Pass Pass 3  

Pass 4  Pass 5  

Pass Pass DBL All Pass

 
双方のＥともに 10をリードしたのでディクレアラーはどちらもオーバートリック付きのメイク。ＮＳのプラス６５０は苦しいプッシュ。 
 
その後の４ボードはより高度なブリッジのプレイが見られ、２テーブルでタイスコアのまま、最初の大きなスィングが到来。 
 

 

Bd: 6 NORTH 

DLR: E  K 10 9 8 5 2 

VUL: E/W  8 4 

 10 3 2 

 Q 7

WEST EAST 

 J  A 7 

 A J 5 3  K 9 2 

 A 9 7 4  K 8 5

 K 8 6 2  A 10 9 4 3 

SOUTH 

 Q 6 4 3 

 Q 10 7 6 

 Q J 6 

 J 5 

 
 
Ｅは１１－１７HCPのどのレンジでも１NTとオープンをする可能性があ
る。オープンルームのＥＷの取り決めは１１-１４HCPであり、Ｗ（コキッ
シュ）はゲームフォーシングをかけた後、スラムをあきらめた。 
 
クローズドルームのＥW（シ・リウ）の取り決めは１３-１６HCP、点数は少
ないものの、５枚目のクラブを示してＷがクラブをトランプに選び、オー
クションはキュービッド・モードに突入。 
 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

1NT Pass 

2 (1) Pass 2  Pass 

2 (2) Pass 2NT Pass 

3 (3) Pass 3 (4) Pass 

3 (5) Pass 4  Pass 

5  All Pass

(1)  もしくは他の強いハンド 

(2) を否定: 2NTへのパペット 

(3) FG, 黒いスーツにシングルトン 
(4) シングルトンアスキング ; (5) 1444 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

1NT Pass 

2  Pass 2 (1) Pass 

2 (2) Pass 2 (3) Pass 

3  Pass 3  Pass 

3  Pass 3  Pass 

4  Pass 4  Pass 

4  Pass 5NT Pass 

6  All Pass

(1) 「カッチャル」; (2)リレー; (3) 5枚 , ミニマム

ＥＷはファースト・ラウンドおよびセカンド・ラウンド・コントロールを区別しないキュービッドではあるが、スペードのキュービッドも程良く織り交ぜてすべて
のコントロールを持っていることが明らかになり、スラムをビッドせずには許されない状況となった。トランプの２-２ブレイクにも恵まれ、プレイは簡単。
ハートの３トリック目をエスタブリッシュし、ダイアモンドのルーザーをディスカードした。中国のスコアは１３７０で１３IMPの取り。どちらのＥＷのオークショ
ンがわかりやすいかを選ぶことができたら、それぞれのビッドについて批判するのもまた一興かもしれない。 
 
６ は良いコントラクトか？クィック・ルーザーのないスモールスラムが悪いはずはなく、この場合も決して悪いコントラクトではない。トランプのルーザー

を避けることができればハートで３つ目のトリックをエスタブリッシュすれば良い。 Ａ、 Ｋと続け、 Ｊに向けてローカードをリードする（ 10や Ｑが

落ちていない事が前提）。トランプにルーザーがある場合は、ハートで４トリックを勝つか、もしくは赤いスートのスクイーズを考える。プレイして悪いスラム
ではないが、決して単純なスラムではない。 

 
 

Bd: 7 NORTH 

DLR: S  8 7 2 

VUL: Both  J 

 A 9 4 

 10 7 5 4 3 2 

WEST EAST 

 A J 10 6 3  K 9 5 4 

 K 8  A Q 9 6 

 Q J 8 7 6 5  ---

 ---  K Q 9 8 6 

SOUTH 

 Q 

 10 7 5 4 3 2 

 K 10 3 2 

 A J 

７番ボードはスイングの可能性があったが、双方のＥＷが４ で止まり、５メイ

クした。全１０ペアの内、６ペアがスラムをビッドしたが、メイクしたのは１ペア
のみ(ゲラー）。対戦相手である山田チームの井野・今倉ペアは４ で止まっ

たのでゲラーチームが１３IMPを勝ったが、力及ばず、山田チームが２０－１０
で勝利を収めた。 
 

 
 

Bd: 8 NORTH 

DLR: W  8 7 3 2

VUL: None  7 2 

 8 6 2 

 A 10 6 2 

WEST EAST 

 K 6 4  Q J 9 

 6 4 3  A K Q 10 

 K Q 10 4 3  7 

 Q 7  K J 8 5 3 

SOUTH 

 A 10 5 

 J 9 8 5 

 A J 9 5 

 9 4 

 
 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

Pass Pass 1  Pass 

1  Pass 1  Pass 

1NT Pass 2NT Pass 

3NT All Pass

 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

Pass Pass 1 (1) 1 (2)

2  Pass 2NT Pass 

3NT All Pass

(1) ストロング; (2) 赤、または黒の２スーター

 
クローズドルームではＳ（マノッポ）がハートをリードして10が勝ち、Ｅ（シ）が楽に３ＮＴをメイクした。 
もう一方のテーブルではＮ（リウ）が ８をリードし、ダミーのＱに対してＳ（サン）がダックして始まった。ディフェンダーは続く ＱをＡで勝ち、 Ａ、スペー

ドと続けた。Ｗ（コキッシュ）はクラブとハートをプレイし、自分の運を試す展開となった。Ｎはハートの３巡目にダイアモンドをディスカードしたので、Ｗは彼
が長いスペードを持っていると判断。Ｓが Ａを持っている必要があるのでダミーからハートをリードしたが、ＳがＪで勝った時にＮは無用のダイアモンド

ではなく、クラブのマスターカードをディスカード。このプレイが鍵であった。残り３枚の状態で ９がリターンされ、ディクレアラーに勝ち目はなかった。Ｎ

のハンドには１３枚目のスペードとダイアモンドが２枚残っており、その内の１枚は Ｊの可能性がある。Ｎはスペードを守るために、Ｊを含む３枚からダイ

アモンドをディスカードするだろうか？難しいところである。ダイアモンドをディスカードするとエンドゲームでディクレアラーにゲスを当てられ、メイクする可
能性がある。Ｗは考えた末に Ｋをプレイし、 Ｑと続けたあとＳの Ｊに負け、コントラクトは１ダウン。マイナス５０で中国が１０IMPの取り、２４-１と

リードを広げる。 
 
 

Bd: 10 NORTH 

DLR: E  A Q 10 4

VUL: Both  10 5 2 

 K Q 3 

 4 3 2 

WEST EAST 

 7 6 3  K J 9 8 5 

 Q J 3  8 4 

 9 8 7  J 6 4 2 

 Q J 8 5  K 7 

SOUTH 

 2 

 A K 9 7 6 

 A 10 5 

 A 10 9 6 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

Pass 1  

Pass 1  Pass 2  

Pass 3  Pass 4  

All Pass

 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

Pass 1  

Pass 1NT Pass 2  

Pass 3NT All Pass

 
Ｓ（サン）は４ をビッドし、ダイアモンドリードをダミーで勝ってクラブを出した。Ｅ（コルカー）は正しくＫをプレイしてＳがＡで勝ち、トランプのＡ、Ｋをキャッ

シュしたが１ダウン、マイナス１００。もう一方のテーブルでＮ（ラスート）がスペードを隠した理由は、Ｓ（マノッポ）がハートを６枚持っていない限り、スペー
ドを４枚持っていないことがわかったからである（フラナリーとプレシジョンの応用）。２ に対し、３ＮＴはオーバービッド気味ではあるが、今回は成功し

た。スペードリードを10で勝ち、ハートをエスタブリッシュして１０トリックをクレームした。プラス６３０でインドネシアに１２IMP、得点は１３－２４となる。  
 
 

Bd: 11 NORTH 

DLR: S  9 3

VUL: None  K 9 8 5 4 2 

 J 5 2 

 J 7 

WEST EAST 

 J 7 4  A Q 6 2 

 A Q J  6 3 

 A Q 10 4  9 7 3 

 A 5 4  Q 8 3 2 

SOUTH 

 K 10 8 5

 10 7 

 K 8 6 

 K 10 9 6 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

Pass 

1  Pass 1  Pass 

1NT(1) All Pass

(1) 15-18 HCP  
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

Pass 

1 (1) 2  DBL(2) All Pass

(1) ストロング; (2) ネガティブ 

 
ＥＷ（コキッシュ・コルカー）は合わせて２６HCP持っているが、うまく１ＮＴで止まり、ハートリードで８トリックを勝った。プラス１２０がベストスコアという日も
たまにはある。この日もそうかと期待したが、失点を少なく抑える効果しかなかったようだ。クローズドルームではＷ（リウ）は変則的なトランプの形で持っ
ていることから、パートナーのネガティブ・ダブルをパスして勝負に出た。Ｅ（シ）のダイアモンドリードはクラブリードよりましであったが、Ｎ（ラスート）は途
中でクラブのゲスをはずして２ダウン、マイナス３００。中国が５IMPを勝ち、２９－１３。  
 
 

Bd: 12 NORTH 

DLR: E  Q J 9 4 2

VUL: Both  --- 

 A J 8 5 3 

 A J 6 

WEST EAST 

 A 5  10 8 3 

 10 3 2  Q 9 8 6 5 4 

 K Q 6 4  9 7 

 K 10 5 3  4 2 

SOUTH 

 K 7 6

 A K J 7 

 10 2 

 Q 9 8 7 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

1NT 2 (1) 2NT(2) 4  

All Pass

(1) スペードとマイナー; (2) レーベンソール  
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

1  1  Pass 4  

All Pass

 
クローズドルームではＥが ９のリードをして５メイク、プラス６５０。一方、オープンルームのＮにとって物事はそう簡単には運ばなかった。Ｅのウィーク・

ノートランプに対するレーベンソールのビッドは、今回のＮＥＣ杯の中でも最も積極的なビッドの１つにあげられるであろう。そのＥからハートのオープニン
グリード。ＮはダミーのＫをプレイし.....ハンドからダイアモンドをディスカードした。次にダミーから 10、Ｑ、Ａと勝ち、ダイアモンドのローカードを９に負け

た。ＥはクラブにスイッチしてＷが10、ＮのＪの勝ち。Ｎはダイアモンドをラフし、その時にＥは残っていたクラブをディスカード。Ｎは Ａでクラブをディス

カードし、クラブをハンドのＡに向けてリードしたが、Ｅがこれをラフし、トランプを２回プレイ。Ｎはダイアモンドをダミーで２回ラフすることができず、マイナ
ス１００の失点となった。インドネシアが１３IMPの取り。スコアは２６－２９。  
 

Bd: 13 NORTH 

DLR: N  K J 9 7 4 

VUL: Both  A Q J 10 

 A J 4 

 A 

WEST EAST 

 Q 8 6 3 2  A 10 5 

 K 6 4  8 5 3 

 5  Q 10 8 2 

 K 9 7 3  Q 8 5 

SOUTH 

 ---

 9 7 2 

 K 9 7 6 3 

 J 10 6 4 2 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

1  Pass 1NT 

Pass 3  Pass 4  

All Pass

 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

1 (1) Pass 1 (2)

Pass 1  Pass 2  

Pass 2  All Pass

(1) ストロング; (2) ネガティブ 

 
クローズドルームのＮＳは２ で止まり、良いスコア。オープンルームのＳは１ にレスポンスし、３ をパスしなかったがこれは責められない。Ｎの４

は簡単にはダウンしないものの、オポーネントにラフされ、トランプを打たれて１ダウン。インドネシアは６ＩＭＰを取り、３２-２９と逆転。  
 
 

中国はパーシャル・コントラクトをダウンさせたボードが、裏でパスアウトとなったため、３２－３２のタイとなったところで１５番ボード。  

Bd: 15 NORTH 

DLR: S  A K 8 6

VUL: N/S  10 

 Q 5 4 

 A K Q J 10 

WEST EAST 

 Q 10 9  4 3 

 Q J 6 5 4 3  A K 9 8 7 

 A 9 6  K 10 

 5  9 7 3 2 

SOUTH 

 J 7 5 2 

 2 

 J 8 7 3 2 

 8 6 4 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

Pass 

Pass 1  1  Pass 

4 (1) DBL 4  All Pass

(1) スプリンターレイズ  
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

Pass 

2 (1) Pass 2 (2) Pass 

3  DBL RDBL 3

All Pass

(1) ウィーク 2 , またはウィーク5 /5m 

 
クローズドルームでは、ＥＷはスーパーフィットがあるにもかかわらずＮＳに３ でコントラクトを売り渡したが（当然４ がメイクすると考えた）、３の代で

もオポーネントにとってレベルが高すぎるのでこれは大失敗。Ｗはシングルトンのクラブをリードしたが、Ｓはダイアモンドのゲスを当ててプラス１４０。
オープンルームではまるで異なるオークションを経て４ をメイク、プラス４２０。インドネシアが１１IMPを勝ち、４３-３２とリード。  
 
 

Bd: 17 NORTH 

DLR: N  J 7 5

VUL: None  A 7 5 

 --- 

 Q 10 9 6 5 4 3 

WEST EAST 

 Q 6 4 3  A 10 8 

 8 6  K Q 10 9 4 2 

 A J 4 3  Q 10 2 

 K J 8  2 

SOUTH 

 K 9 2 

 J 3 

 K 9 8 7 6 5 

 A 7 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

Pass 1  2  

DBL(1) Pass 2  Pass 

2NT Pass 3  All Pass

(1)ネガティブ 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

3  3  4  

DBL(1) Pass 4  Pass 

Pass DBL All Pass

 
地味な３ のコントラクトに対し、 A,アナザーのリード。ＥはＫで勝ち、 Ｋ、 ＱとプレイしてＪがドロップ。ＷはＡで勝ち、スペードにシフトしたが、Ｅは

Ａであがり、最後のトランプを狩って Ｑをプレイした。Ｓは自分がスペードとダイアモンドのスクイズにかかることを察知してＫをカバー、結果は４メイク。

インドネシアにとってこの結果は吉と出るか、凶と出るか。記録を見ると他のテーブルでは３ ダブルで８００、５ ダブルで５００を稼いだペアがいるが、

ＥＷ側でゲームをメイクしたのは１ペアのみであった。一方クローズドルームではＮＳがオポーネントを４ まで押し上げ、点数を稼いだ。Ｎのライトナー・

ダブルをきいてＳはダイアモンドをリード、ディフェンダーはラフで２トリック、スペード、クラブおよびトランプで各１トリックを勝ち、コントラクトを２ダウンさせ
た。ＥＷのマイナス３００は１１IMPの勝ちとなってインドネシアのリードは５４-３２に広がる。  
 
 

２０番ボードはリードを考えてみよう。あなたはＥで次のハンドを持っている。  
 

10 A 8 3 6 5 3 K Q 10 9 7 6

オークションは以下のように進んだ。 
 

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish CA Liu Colker Sun 

Pass 1  2  2  

Pass 3  Pass 3NT 

Pass 4  Pass 6  

All Pass

はい、リードは？ 
 
 

４つのハンドは以下の通り。 
 

Bd: 10 NORTH 

DLR: E  2

VUL: Both  K Q 6 2 

 A K Q J 9 7 4 

 2 

WEST EAST 

 Q J 9 8 5 4  10 

 J 9 7 4  A 8 3 

 2  6 5 3 

 4 3  K Q 10 9 7 6 

SOUTH 

 A K 7 6 3 

 10 5 

 10 8 

 A J 8 5 

 
コントラクトをダウンさせる可能性のある唯一のリードはトランプ・リードだが難しい。実際にはＥは Ｋをリードした。ＮはＡで勝ち、 ＫをプレイしてＡに

負ける。Ｅはここでトランプにシフトしたが、もう間に合わない。ハートをラフ、クラブラフでハンドに戻ってトランプを狩り、最後のハートをスペードでディス
カード。プラス１３７０。 
 
ではトランプ・リードで実際に６ はダウンするだろうか。ディクレアラーはダミーで勝ち、ハートをＫに向ける。Ｅが勝ってトランプを続けた場合はディクレ

アラーが勝ち、トランプを狩って Ａ、 Ｋ、スペードをラフする。そこからトランプを走るとディフェンダーは時間差でダブル・スクイーズにかかる。最後に

はどちらもハートを守ることができない。 
 
しかし、Ｅが Ｋをダックした場合はどうか？ディクレアラーはダミーに入って再び Ｑに向けてハートをリードするプレイも考えられる。ここではＥが Ａ

を持っていることを確信したとしよう。カウントを確認するためにハートのトリックを負けに行く。ハートのローカードをプレイするとＷが勝つが、Ｗのハンド
はトランプが残っていないのでコントラクトはメイクする。 
 
では Ｋがホールドした後で Ｑを続けてプレイするとどうなるか。Ｅが勝ち、トランプを続ける。ディクレアラーは悲しいかな、ハートのコミュニケーション

を断たれてしまうのである。 
 

ちなみにクローズド・ルームのビッドは以下の通りであった。

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

Pass 1 (1) 3  Pass! 

Pass 3  Pass 3NT 

All Pass

(1)ストロング 

３レベルで積極的にビッドするＥの勇気に脱帽するが、３ をパスしたＳの静かな勇気にも敬服する。彼はリオープンのダブルがかかることを期待してい

た。この状況はフォーシングではなく、オールパスの危険性もあったが、Ｎのクラブが短いことがわかるのでリオープンの確率が高いと信じていた。だが、
２回目に３ＮＴとビッドしただけではハンドの内容を伝えきれず、スコアはプラス６６０にとどまった。中国が１２IMPを勝ち、試合終了。 
 
 
インドネシアは活気溢れるブリッジを堪能した。対戦成績は５９－４４、ＶＰで１８－１２であった。 

 
 
 

 

Ｎとリードを考える 
 
 

あなたはＮで次のハンドを持っている。 10 7 2 J 7 5 Q 9 8 5 K Q 10

オークションは次のように進んだ（Ｅは１ に３ とリビッドし、Ｗが３ＮＴをビッドする可能性もある）。

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass 

Pass Pass 1  Pass 

1  Pass 2  Pass 

2NT Pass 3NT All Pass

はい、リードは？ 
 
 
 

３ＮＴをダウンさせたいと思ったらクラブのアナーをリードするべきである（タイ、内藤、平田、古田はクラブをリード）。 

Bd: 7 NORTH 

DLR: S  10 7 2

VUL: Both  J 7 5 

 Q 9 8 5 

 K Q 10 

WEST EAST 

 A J 9  K 8 6 

 K Q 6 4  A 8 

 7 6 4  A K J 10 3 2 

 J 7 5  6 4 

SOUTH 

 Q 5 4 3 

 10 9 3 2 

 --- 

 A 9 8 3 2 

Ｅの１ＮＴオープンに対し、クラブリードが１人、スペードリードが２人。このディール
はスイングが多く、日本ウィメンズ・チームと中国チームの対戦ではＮ（Ｓ.内藤）がＥ
（ワン）に対して Ｋをリード、一方ではＮ（サン）がＥ（Ｅ.内藤）に対して ３をリード

し、１３IMPの出入りとなった。ウィメンズ・チームは今大会の話題の中心であった。
日曜日のレセプションでＳ.内藤が「自分たちは飢えた狼の中に放り込まれた迷子
の子羊である」とチャーミングなスピーチを披露、参加者の喝采を浴びた。ウィメン
ズ・チームは中国と台湾を下し、颯爽とした成績で月曜日の戦いを終えた。 

 
 
 

 
 
ブレティンメニューに戻る  

 
ＮＥＣブリッジフェスティバルトップに戻る  

 

http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0211.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/bulletinj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfestj.html
Owner
長方形


